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されていることがしめされた (Cody.I968;Sch田ner，1974; Diamond， 1975; Emmons. 









& Simber1off. 1979、他にStronget al.， 1979も別の鳥類群集について帰無モデルを適用し


















(Menge & Sutherland， 1976; Connell. 1979; Caswell， 1978; Huston， 1979; Paine， 1980; 








的研究の蓄積により明らかになってきた (Cormel1， 1983; S油田nぽ， 1983)。たとえば、
栄養段階の低い植食者群集では、捕食の作用を強〈受けるため、肉食者群集に〈らべ
て蹟争の重要度は低いことがしめされている (Schoener，1983; Connell， 1983)。また、
捕食・寄生の作用が、頼度依存的な捕食や競争優位種に対する選択的捕食などにより、
種間競争を妨げて群集の多様性維持に貢献したり、群集内の優占度を決定したりして
いることもいくつかの群集で明らかにされた (Paine，1966; Lubchenko， 1978; Sih eta1.， 
1985) 0 物理的環境要因の変動、撹乱作用などの役割についても、いくつかの生物群
集によって実証されつつある (Connell，1978; Huston， 1979; Sale， 1979;Paine， 1980; Paine 








食・寄生を中心とする制御機構による個体群の動的平箭 (Nicholson，1957; Solomon. 
1四96臼4
個体群の変動帽や安定性の問題(陥y，l凹97叫3叫)などに関連して、数多くの動物種の個体
群動揺が長期的に調べられてきた(たとえば、 ~cLulich. 1937;L田k，1954; Kuno & 
Hokyo， 1970; Demps町&Lakhani. 1979; Ohgushi， 1986; Sou出wo叫 etal.， 1989など、総説
-3-
にConnel1& So口組，1983;S出泊g，1988; H出回1et al.， 1989などがある)。特に、周期的
に大発生する動物種においては、大発生のメカニズムや周期性のメカニズムの解明の
ため、多〈の研究者が長期的に個体群を追跡してきた (MacLulich，1937; Dempster & 
Lakhani. 1979)。また、農業害虫・森林害虫として重要な種類を数多〈含む植食性昆
虫では、害虫発生予察や生物学的防除をおこなうために必要な情報を得るため、様々


















明されつつある。たとえば、 Schoenerらの一連の研究 (Sch田ner& Spiller， 1987; 









方が植食者の個体群、群集構造を通じて捕食者にあたえる影響 (Priceet al.， 1980; 























(Hairston et a1.， 1960)。実際に、数々の植食性昆虫で、種間蹟争に対する捕食作用の
相対的重要性が実証されてきた(Ha泊tonet al.， 19印;Lowton & Strong. 1981; Menge & 
Sutherland. 1976; S町ong.1983; Sih et al. 1985)。しかし、群集レベルの特性にあたえる
捕食作用の効果を実証的にしめした研究は、いくつかの生物群集で見られるものの



















(Ehlich & Raven. 1964; FI田ny，1970，1975;Rhoa血s，1979， 1985; Crawley， 1983; Whilham 













































イセリアカイガラムシ Icerya purchasi MAs阻 LL
コナカイガラムシ科 Pseudococcidae 














Unaspis yanonensis (KUWANA) 
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Caltag加ne& DouU， 1989; DeBach & Ro田n，1991)が、調査地においても頗繁にイセリ
アカイガラムシを攻撃しているところが観察された。
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表1・ 3 調査地としたウンシユウミカン困の管理方法の概略。詳細はlliokael al. (1992)を審問せよ。
目的 方法 季節 JU革年次
痢曹虫防除
ヤノネカイガラムシ マシン泊乳剤散布 1月下句宜た陪6月中・下旬 1980-1985 
ヤノネキイロロパチの依飼 5月下旬 1987 
ヤノキツ守コパチの政飼 7月下句 1987 
ゴマダラカミキリ 産卵痕・幼虫潜入孔に 有担リ S月中旬から9月下旬にか吋て 1977-1989 
ン系翠虫剤塗布
ソウカ病 チオ77キートメチル水和剤散布 5月1;句 1989 
健軍 動力刈り払い慣による陰草 初夏と秩畑(年1、2固} 1伺2-1986，1988 
除草剤舷布 6月から 7}lの聞の1固 1980. 1981， 19宮7，
1989-1991 
土凪管理 摘健E将の位与 晩~またI~早事 1974-1976 
混合肥科の&与 晩駄 1977-1991 
果樹の管理 指定 3月中 1980-1991 
Jt眼前の果実の陰去 7}lかも8JJにか時て 1974-1979 
摘果 7月から畠月にかけて 1981-1991 
柏死した抹の徒に苗木を補擁 3月中旬から4月上旬にかけて 1978-1991 

















































く密勤しているのが一般的である (Strong，19制b，1986; Barbo回&Schultz. 1987; 
Be町m皿，1988;町田etal. 1開0)。したがって、現実に存在する群集の構造とその決
定機構を解明するためには、このような撹乱要因が群集構造にあたえる効果を十分に
把握することが必要である (Menge&Su出er加ld.1976; Connell. 1978; Huston， 1979; 
S凶 ng.1983)。そして、そのためには、群集構成種の個体群動揺の時間的喪動を組み
こんだ形での、群集構造の時間的変化を明らかにすることが重要である (Wie回 1984;





































































































































































19田 '81 '91 '89 '90 '88 '86・87'84・85'82・83
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密度グレイド 。 2 3 枯死
ルビーロウムシ
新植 44.44 46.30 7.41 1.85 O.∞ 54 。 39.79 56.54 3.11 0.55 O.凹 1445 
6.99 81.20 9.62 2.19 0.00 915 
2 3.49 60.47 23.26 12.79 O.凹 86 
3 14.29 28.57 14.29 42.86 0.00 35 
ツノロウムシ
新植 25.曲 53.57 17.86 3.57 0.00 56 。 14.10 55.75 20.39 9.76 O.∞ 461 
7.98 66.37 16.66 8.99 。昏00 1879 
2 5.21 75.80 14.70 4.29 O.ω 653 
3 4.26 62.13 18.51 15.11 0.00 470 
ヤノネカイガラムシ
新植 66.67 27.78 1.85 3.70 O.∞ 54 。 36.72 49.34 10.78 2.54 0.61 1141 
11.35 59.10 20.26 9.19 0.09 1066 
2 6.24 69.54 12.47 11.27 0.48 417 
3 8.47 83.62 4.52 2.82 0.56 1円
出
始めの 4年後の密度グレイド 輯株数
密度グレイド 。 2 3 枯死
ルビーロウムシ
新植 28.89 66.67 2.22 2.22 O.凹 45 
o 26.55 66.64 5.42 1.39 0.00 1292 
6.95 81.54 9.14 2.38 O.∞ 547 
2 1.11 52.78 25.00 11.11 0.00 36 
3 27.78 16.67 5.56 50.00 O.∞ 18 
ツノロウムシ
新植 4.17 66.67 20.83 8.33 O.∞ 48 
o 18.67 70.52 7.37 3.44 O.∞ 407 
7.30 17.51 11.58 3.61 0.00 1494 
2 4.51 67.88 16.49 1.11 O.∞ 576 
3 1.90 53.81 25.48 18.81 0.00 420 
ヤノネカイガラムシ
新植 52.17 36.96 6.52 4.35 0.00 46 。 22.17 56.59 15.21 4.94 0.48 1032 
10.12 65.37 15.49 8.90 0.12 820 
2 6.18 69.09 16.36 8.36 0.00 275 
































































































































































1973，1974，1975;Sch田ner，1974; Diamond， 1975; Fenchel， 1975; Davidson， 1978; Emmons. 






梯式だけからは競争の重要性が実証されなかった(たとえば、 Rathcke.1976; Seifert & 
Seife凡 1976，1979; Gibson， 1980; Gibson & Visser. 1982; Strong， 1982 1984aなど、 Strong
etal・，1984に総説)。その原因として、捕食者、寄生者のはたらきにより、植食者問
の競争が生じるレベJレまで植食者の個体群密度が上昇しないという考え方が唱えられ
てきた (H血古tonet al.， 1960; Lawton & S回 ng，1981;S凶 nget乱，1984)。実際に、帰化
昆虫や突括的に大発生する種を除いて、多くの植食性昆虫では、資源が不足するレベ
Jレに個体群密度が達することは稀であり、植食性見虫群集においては種間競争の役割




Ryan & Green， 1974; Hauk.ioja & Niemela， 1979; Rhoades， 1979， 1985; Carroll & HofTman， 














































































































。 百分車20 40 60 80 
口図~路量・
































































































m-品回帰直棋の切片 (p)、傾き (a)、相関係数 (r2) とa=Oとす
る掃無担説を支持する確率(.0)。
区画サイス~=4株 (2 x 2四方)
種類 a β r 2 p 
ヤノネカイガラムシ 3514.8 1.536 0.733 0.0004 
ルビーロウムシ 1802.7 2.318 0.757 0.0002 
ツノロウムシ 414.9 1.437 0.855 0.0001 
区画サイズ=9株 (3x 3四方)
種顛 a β r 2 p 
ヤノネカイガラムシ 4931.7 1.449 0.842 0.0001 
ルビーロウムシ 2440.4 1.988 0.750 0.0003 
ツノロウムシ 628.1 1.500 0.867 0.0001 
区画サイズ=16株 (4x 4四方)
種類 a β r 2 p 
ヤノネカイガラムシ 5462.7 1.469 0.917 0.0001 
ルビーロウムシ 3194.1 1.785 0.851 0.0001 
ツノロウムシ 785.1 1.440 0.906 0.0001 
-SO-
表3-3 各年次ごとに計算した p (Iwao. 1972)の値。
区画サイズの順位事
年次 2 3 4 
ルビー口ウムシ
1980 251.066 -2127.397 36.809 6.978 
1981 76.632 -3.275 4.574 0.184 
1982 31.752 2.954 3.603 2.840 
1983 38.734 1.359 1.525 2.924 
1984 21.734 2.695 1.221 3.708 
1985 12.822 3.337 2.194 4.033 
1986 11.544 2.253 2.667 2.365 
1987 8.816 2.902 3.653 1.513 
1988 5.782 2.460 2.638 1.580 
1989 8.515 2.317 0.461 1.908 
1990 8.810 1.912 1.552 1.608 
1991 6.692 2.100 1.448 2.020 
ツノロウムシ
1980 18.381 1.011 0.886 1.914 
1981 4.739 2.493 2.922 2.334 
1982 1.703 1.373 1.478 1.314 
1983 2.618 1.773 1.759 1.497 
1984 9.247 2.777 2.468 2.387 
1985 5.694 3.100 3.703 2.094 
1986 4.651 1.795 1.877 1.278 
1987 2.723 1.709 1.958 1.555 
1988 6.661 1.250 1.701 1.401 
1989 4.544 1.771 1.861 1.065 
1990 5.544 0.575 1.374 0.849 
1991 1.493 1.132 1.117 1.142 
ヤノネカイガラムシ
1980 26.479 6.756 -0.390 5.479 
1981 7.704 4.463 2.942 1.214 
1982 10.969 5.381 6.899 -0.207 
1983 17.291 0.972 2.418 2.069 
1984 6.372 1.620 2.765 1.325 
1985 13.963 4.773 4.998 4.171 
1986 4.362 1.371 1.560 1.593 
1987 2.384 1.561 1.421 1.467 
1988 2.512 1.822 1.579 1.629 
1989 6.214 1.947 0.919 0.978 
1990 3.232 1.168 1.551 1.000 




























































種の組み合わせ 1 4 9 16 
ルビー ロウムシ x ツノロウムシ -0.1247 -0.0530 -0.0466 -0.1105 
ヤノネカイガラムシ x ルビー ロウムシ 0.1712 0.2403 0.3401 0.3062 

























































































きた (Lotka， 1925; Vollera， 1926; Nicholson & Bailey， 1935; Solomon， 1949; Ho11ing， 1959; 
出回1，1978;May， 1981; Chesson et al.， 1986; Waage & G剛山岨ι1986など)。個体群
が天敵により制御されているのか、密度依存的な死亡過程が捕食・寄生によってもた
らされているかという問題は、個体群生理学の最重要課題の Iつであった (May.
1981;臨 sel，1985) D これらの研究の成果から、大部分の食植性昆虫では捕食の作用
により、密度が環境収容力に達しない水準に抑えられていることが明らかになり、租
内・種間競争は個体詳の抑制や群集構造の決定においてあまり重要でないと考えられ













1958;M町d田het a1.， 1984， 1985)。同様に、競争能力の低い餌種を選択的に攻撃する
~ 58-
天敵は、個体群サイズの小さい種を時に絶誠に追い込むことにより群集の多様性を減



































らく観察を続けた。この時の摂食行動の有無にかかわらず、 2時間後、 8時間後、 24




















ヒラタカタカイガラムシについては、 1986年、 1988年、 1990年、 1991年の各年5月










































































































































































































































































































餌の組み合わせ 0.1. 2 8 24 48 72 168 体総数 {拡}
a ヤノネカイガラムシ成虫 5 8 21 30 39 57 57 60 95.0 
ルビーロウムシ2令幼虫 。。。o 2 4 17 300 5.7 
b ヤノネカイガラムシ成虫 3 6 11 21 26 26 26 30 86.7 
ツノロウムシE令幼虫 o 。。。。。o 150 0.0 
c ヤノネカイガラムシ成虫 3 6 11 21 26 26 26 30 86.7 
ヒラ~カタカイガラムシ成虫 ..。。。o 2 2 4 7 57.1 
d ヤノネカイガラムシ庇虫 2 5 11 15 20 25 30 83.3 
ヒラ~カ?カイガラムシ若令幼虫 3 13 13 23 28 51 300 17.0 
e ヤノネカイガラムシJt虫 1 1 4 8 10 14 16 20 80.0 
ミカンヒメコナカイガラムシ成虫 。。o o 。。3 20 15.0 
ヤノネカイガラムシ成虫 。 3 6 9 11 12 20 60.0 
ミカンヒメコナカイガラムシ若令幼虫 1 14 31 31 43 55 65 200 32.5 
g ヤノネカイガラムシ成虫 。3 4 7 10 12 16 20 80.0 
イセリアカイガラムシ成虫 。。。。。。o 20 0.0 
h ミカンヒメコナカイガラムシ若令幼虫 2 4 11 20 35 52 78 100 78.0 
ルビーロウムシ2令幼虫 2 6 8 8 8 8 10 100 10.0 
ヒラ夕方タカイガラムシ若令幼虫 。。。9 22 39 50 50 100.0 
ルビーロウムシ2令幼虫 o 。。。。o 。50 0.0 








































































































Rop枇;at蜘 2 3 4 5 s 7 自 B tロ 島拘置t
Tr，回四国
包句官剖 12.70 3.90 14.閲 0.75 0.25 3.85 5.20 1.筒 4.35 7.70 5.53 
肋 b句由凶 1.25 0.15 3.25 O.∞ロ.∞口.10 2.20口.00 0.05 0.10 0.71 
WlltD.皿肝k>l.T -O.p < 0.D1 
(b)イセリアカイガラムシ
R叩k割lon 2 3 4 5 6 7 B 自 10 協由、
TrDDlm町量
B勾司剖 12.0 20.0 自.5 14.5 18.5 24.0 5.5 10.0 19.5 7.5 14.55 
u、b句g凶 0.0 1.5 0.0 0.0 3.0 1.0 0.5 0.0. 0.0 1.5 0.75 
Wilc，回開-k>l.T _ 0， P < O.OJ 
(c)ヒラヲカタカイガヲムシ
Rop駄沼畑、 2 3 4 5 自 7 B 自 10 M&荷1
TrDDlm副喧
B崎官凶 0.90 0.50 0.00 U抱 1.80 0.55 0.15 0.3512.55 1.80 2.05 
Unb句g凶 0.00 O.∞ 0.00 O.箇 O.∞0.00 0.05 O.∞O.∞ 0.05 0.02 
断 '/cor;阿世>1.T _ O，p < O.OJ 
(d)ヤノネカイガラムシ“
Roplα盟加1 2 3 4 s E 7 a 自 10 Moan 
Tr8圃m8叫
8a伺凶 4.87 3.94 3.78 6.92 2.38 2.79 3.40 3.伺 2.84 3.75 3.56 -・.
出M嗣伺 3.00 1.回 1.83 2.45 0.81 3.57 0047 2.38 1.93 1.27 1.58 
WilclirDfO-k.Jf， T -l，p < 0111 
(D)ルビーロウムシ
Rlpli倒防1 2 3 4 5 自 7 B g 10 M&四百
TrDDlm8冊
8句由凶 お 自 5 19 23 4 19 12 4 7 12.70 
出b句ged 18 4 7 お 13 自 s 2 。 8.40 
WlIca.u隅 -I/UI，T・8.5， 0.05<P < 0.1 
{りツノロウムシ
Aapllc:樹脂1 2 s 4 5 B T a B 10 協摘、
T(I組m町世
助伺凶 10 15 。3 7 。3 。4.∞ 
Unb句由凶 5 12 目 D 1 。。B 。2.80 











? 。 』 ?
l a )ミカンヒメコナカイ刀ラムシ
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100 90 80 70 
死亡要因の割合(%)





















1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
成熟した雌成虫 57 64 65 63 60 118 41 126 135 148 877 個体の総数
被繍食個体位 24 8 10 14 31 43 17 34 31 59 271 


















100 90 80 70 
死亡要因の割合{%}
60 50 40 30 20 10 。























































100 90 80 70 
死亡要因の割合(%)
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死亡要因の割合(%)
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選好性の密化 (Holling，1965; Murd即h& Oaten， 1975; H畠鈎1etal.， 1977， Begon & 























関係は古くから知られ、多くの研究がなされてきた (Way，1963; Boucher et al， 1982; 
Buckley. 1987; Hdlldoblcr & WiIson， 1990)。甘露生産者である半姐目見虫はアリに精
分を提供し、代わりにアリは半麹目昆虫の生息場所を清掃したり、天敵の攻撃を防御
したり、時には好適な生息場所へ半姐目昆虫を運搬したりすることによって相互に利
益を得ていることが知られている (Rhyne，1954; Fritz.1982.1983: W∞d.1982; T;位凶a
et aI，1982; BrislOW， 1984; MaschwilZ & Hancl， 1985; Takada & Hashimoto， 1985など)。ま
た、これまでの研究により、アリと植食性昆虫の聞の共生関係では、弛度や具体的な
関係のあり方が非常に多様であり (Way，1963; Boucheretal， 1982; Buck1ey， 1987; 
Holldobler & Wi1son. 1990)、環境要因や生態的要因の変化に反応して関係性が大きく
変化する(時に共生的関係が解消される、 Addicot，1979)ととが明らかになっている。
このようなアリー植食性見虫の共生関係は、植食性見虫の個体群動態や群集構造に大








































































































































































-h' . ミカンヒメコナカイガラムシ AGS AG AG AG 
ヒラタカタカイガラムシ A(G) A(G) (A)(G) (A)(G) 
イセリアカイガラムシ AG A(G) 正d 必.
ルピー ロウムシ (A) (A) (A) (A) 
ツノロウムシ (A) (A) (A) (A) 
カメノコロウムシ (A) (A) (A) (A) 
ヤノネカイガラムシ [甘.を生直せず}






































































































































37.977. P < O.∞1)。
ルビーロウムシの定着から産卵までの生存率は、対照区にくらべてアリ除去区では
-108 -
有意に低かった(表5-4、x2値による独立性検定、 X1 = 5.731， P < 0.05)。また、 Jレ
ピーアカヤドリコパチ第1世代による幼虫時の寄生率も、対照区にくらべてアリ除去
区で有意に低かった(表5晶 4、x2=49.104， P< O.∞1)。アリ除去区のJレピーアカヤ
ドリコパチ第2世代による成虫時の寄生率は、第1世代による寄生率同様、対照区に
くらべて低い値をしめしたが、有意差は検出されなかった(哀5-4、X2 = 3.192， 0.05 
表5・2 Tリの除去がミカンヒメロナカイガラムシ{時とヒラ夕方夕方イガラムシ (b)の夏期 (6月下旬-8月上





処理 2 3 4 S 6 7 8 9 10 1 12 13 平同
対照区 1.143 3.857 2.429 0.586 1.614 2.286 O.官官 0.0001.329 1.571 0.457 0.571 2.100 1.390 
アリ除去区 0.0140.171 0.000 0.000 0.014 0.271 0.014 0.086 0.200 .043 0.000 0.000 .10日0.070
処理聞に1%水睡で宥意差あ事 (W日間忠世同封設定、 r・1)• 
(b)ヒラタカタカイガラムシ
反復
処理 2 3 4 S ι 7 8 9 10 1 12 13 平崎
対照区 0.038 0.1凹 0.0750.025日.0500.025 0.400 0.000 0.063 0.088 0.038 0.1 SO 0.288 0.103 
7リ隊去区 0.0000.013 0.013目.曲目 0.0000.000 0.050 0.038白.目130.00目0.0凹 0.0000.0130.011 
























63 364 85.25 

















対照区 アリ除去区 x 有2検意定差に確よ率る
飼育開始時の定 1465 994 着幼虫数
幼虫時の披寄生 58 113 P < 0.001 * 個体数
越冬直前の成虫 278 156 個体数
成虫時の披寄生 42 35 0.05 <P< 0.1 副島*個体散












害して半題目の生存率を高めていることが知られている (Way.1963; Boucher et al. 
1982; Fritz， 1982， 1983; WI∞d， 1982; Tak吋aetal，19回;B出ωw，1984; Maschwitz & Hanel， 













産 (Maschwitz& H刷，1985)が認められる場合が多い (Mぉchwi包&H加 1，1985;
Holldobler & Wi1son， 1990)。こうした特種は、より多くのアリ個体を誘引するために
有効であると考えられる。ミカンヒメコナカイガラムシが属するコナカイガラムシ科
には、アリとの聞に非常に密接な共生関係を結んでいる種類が数多〈知られており



































































は絶滅に近い状態まで密度が低下している白OUlt， 1964; Ca1la，前one& Doutt， 1989; 

































































て、種内・種間蹟争を重視する立場 (M町d出 h，1966; Ehlich & B註ch，1967;]四回n，1973 
など)と、捕食・寄生の影響を重視する立場 (H血3ωnetal.，19曲;Slobodkin el札
1966)が古くより存在していたが、多くの研究が集積されるにつれて、後者の立場が
より有力となってきた(LawLOn& Slrong， 1981: Connell， 1983; Schoener， 1983; S回 nget
al..1984)。しかし、 1980年代なかぽを過ぎるまで、植食性見虫とその寄主植物の聞
の相互作用のあり方に目を向けて、そこから植企性見虫の個体群動態や群集構造を捉




る理論的・実証的研究が進んだ (Ehlich& Raven. 1964沼田町，1970， 1975; Rh回d田，
1979. 1985; Crawley， 1983; Denno & McClure. 1983; Futuyma. 1983; Coley et al. 1985; 




になってきた(Ehlich& Raven. 1964; Feeny， 1970， 1975， 1976; Coley et al.， 1985; Karban. 












た生息場所選択をおこなっていることが知られている (Schultz.1983; Whi血ametal， 
1978)。寄主植物の異質性は、直接生存・繁殖過程に作用して個体群動揺に影響を与
えるだけでなく、植食性昆虫の生息場所選択のあり方とその空間分布を強〈規定して、
個体群動態や群集構造に大きな影響を与えるであろう(Kareiva，1982; Schultz， 1983， 








































































































高密度区 1 0 -1 3 150・250車





























過密クラス 1 5. 7 4以上
高密度クラス 7. 8 7以上15. 7 4宋満
中密度クラス 3. 935以上7. 87宋満
低密度クラス 3. 935宋満
ツノロウムシ
過密クラス 5. 5 8以上
高密度クラス 2. 7 9以上5. 58宋満
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.: P < 0.05，“: P< 0.01， .・:P<O.曲 1，1$: P > 0.05 

























年以上梢に定着する幼虫の密度は明らかに低かった(図6-2(B)， F = 7.50， P < 0.01 
(1987年);F = 7.75，P< O.∞1 (1988年)、表6・3)。梢年令に対する定着幼虫密度の分布
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x lx dXF k dx Ilx (%) * 
莞育段階
初期生存 死亡要因 死t個体数 死t率個体数
(1987年)
1令幼虫(定着後) 1723 生理死 143 8.30 
不明 1185 68.78 
合計 1328 77.07 
3令幼虫 395 生理克 122 30.89 
寄生 13 3.29 
不明 183 46.33 
合計 318 80.51 
成虫(越冬前) 77 生理死 41 53.25 
寄生 10 12.99 
不明 18 23.38 
合計 69 89.61 
成虫(産卵開始時) 8 
定着から産卵開始まで(合計) 1715 99.54 
(1988年)
1令幼虫(定着後) 3959 生理克 860 21.72 
捕食 2 0.05 
不明 1573 39.73 
合計 2435 61.51 
3令幼虫 1524 生理死 357 23.43 
寄生 399 26.18 
不明 152 9.97 
合計 908 59.58 
成虫(越冬前} 616 生理死 116 18.83 
寄生 44 7.14 
不明 270 43.83 
合計 430 69.81 
成虫(産卵開始時} 186 





x /x dXF dx dxl/x(%)申
尭育段階
初期生存 死t要因 死t個体数 死亡車個体数
{1987年}
1令幼虫(定着後) 3426 生理死 533 15.56 
捕金 10 0.29 
不明 2639 77.03 
合計 3182 92.88 
3令幼虫 244 生理死 92 37.70 
寄生 64 26.23 
捕食 0.41 
不明 39 15.98 
合計 196 80.33 
成虫(越冬前) 48 生理死 16 33.33 
寄生 10 20.83 
不明 2.08 
合計 27 56.25 
成虫{産卵開始時) 21 
定着から産卵開拍まで(合計) 3405 99.39 
{1988年}
1令幼虫(定着後) 5574 生理死 1031 18.50 
捕主 41 0.74 
不明 4388 78.72 
合計 5460 97.95 
3令幼虫 114 生理死 29 25.44 
寄生 5 4.39 
不明 79 69.30 
合計 113 99.12 
成虫(越冬前) 生理死 100.00 
合計 100.00 
成虫(産卵開始時) 。























































いずれの回帰式の直観の傾島も、領事 Oとの聞に有意差が倹幽きれなかった (P>O.l) • 
フ J ロウアカヤ Fリロパチによる~2 世代の寄生は恨寵されなかった.
-134-
とも高かった(図6・6(B))。密度クラスと梢の年令の効果を同時に扱った分散分析の
結果、梢の年令の生存率にあたえる効果は有意であった (F=7.72. P < 0"∞1)が、密
度クラスと 2要因の交互作用は有意ではなかった(それぞれ、 F= 2.1O，P > 0.12，F = O.













































中密度区 176 lns 62 事
Friedmann樟定の統計量 8刈O帥 9.088ホ*
飼育B
中密度区 150 25 
低密度区 155 32 
持号樟定の統計量 0.0714 ns 0.0714 ns 









検定をおこなった;t = 0.5715， df= 55， P > 0.05)。
実験(密度)区 生存した成虫1顕当たりの Duncan の多重
の名称 平均車卵致 検定の結果 * 
過密区 185.38 A 
高密度区 345.33 B 
































el al.， 1988; Karban & Mye路.1989)。栄養状態の喪化、さまざまな防御反応の強度とい
った属性は、多くの木本性植物で知られているように、加齢状態の違いとも強〈関連
-138 -
している (Kennedyet al.， 1950; Kennedy & B∞由，1951; Robbins. 1957; Seifert & Seifert， 
1979; Washburn & Cornell， 1981; Hartnelt & B泣2aZ，1984; Zagory & Libby， 1985; Price et 








































































































Slrong， 1981; S甘onget a1.， 1984) 0 
しかし、見かけの資顕(寄主植物)畳が枯掲していない場合でも、寄主植物の栄養
状態や防調反応レベルなどの属性に蛮異があり、ある植食性昆虫にとっては一部の寄
主植物(の個体、部位)しか利用できない可能性がある(Kareiva，1982，1986; A1stad & 








1973; Ryan & Gr，田n，1974; Haukioja & Nicmela， 1979; Rh回d田， 1979，1985;CarroU & 
-143 -
Hoffman， 1980; Wallner & Wallon， 1981; Woodhead， 1981; Schultz & Ba1dw泊， 1982;



















低い種に負の影響をあたえる可能性がしめされている (Churchi1et札 1964;S回 nget



























































































































の個体数とヤノネカイガラムシの雌成虫個体散を11月3目、 (1990年) 2月8日、 5
月24日、 7月28日に調べて記録した。また、この個体数調査に並行して、共存区に隣
接する l本の単位技におけるヤノネカイガラムシ雌成虫個体数を、 11月21日、 (1990 
年) 2月16日、 5月24目、 7月28日におこなった。凶年の7月28日には、 Jレピーロウ






























































































































検定、 T= 3.5. P < 0.05)。
反復{番号)
処理 1 4 6 7 12 14 15 16 17 平均
重複利用区 2 0 0 0 0 2 0 1 0 0.556
対照区 3 2 4 9 3 0 5 3 2 3.444 
-152 -
ノロウムシに比べて有意に生存率が低かった (Wi1∞xon符号付順位検定，T=3.5，P <0. 
05、表7・2)0 1産卵雌成虫あたりの平均蔵卵数は、対照区でやや値が高かったが、










重複利用区 914(1) 533(1) 1545(14) 
950(14) 1307(16) 1057.0 
対照区 1203(1) 1406(1) 944(4) 
1180(4) 1050(6) 2270(6) 
970(7) 1520(7) 1740(15) 
880(15) 711 (16) 987(16) 
1640(16) 1840(17) 2010(17) 1360.3 
注)それぞれの処理のデータをこみにして t検定をおこなったところ、処理聞に平均車卵















共存区 2 1627 4 1254 2 1143 1533.0 
1888 1287 1551 
561 
1701 



























」『包 20 3 
関
首号
。|開4 圏 l 圏J 当| Uo 
明 Jul.29 Nov.3 明 Feb.8 May24 Jul. 28 











































生存に負の効果をもたらすことが知られている (Eh1ich& Raven， 1964; F，田ny.I975;



























































































































Atkinson & Shoπocks.1981;~y， 1989;furre， 1990)、餌種の減少にともなう捕食・寄生
者の発見効率の低下や餌種の切り替え (Lawtonet a1.， 1974; M町d∞h& Oaten， 1975; 



































係が果たす役割の重要性 (Schultz.1984，1992; Hunter， 1992; pri凪 1開2)やそれが捕食






























McClure， 1983; Futuyma， 1983;目lich& Murphy， 1988)、いずれの要因が重要であるか
という議論が繰り返しおこなわれてきた (Sihet al， 1985; Bemays & Gロham，1988;
Courtney， 1988; J血盟n，1988; Jenny， 1988;~四， 1989) 。そうした議論のなかから、
やはり植食性見虫においても、多種多様な要因が、生物的あるいは物理的環境に応じ
てその重要性を動的に変化させながら、群集構造の決定に関与しているという非平情
論的な見方が支配的になりつつある(Price，1984; Begon et乱，1986:Diamond & Case， 
1986)。特に、寄主植物の相互関係が捕食作用のあり方、食う，食われる関係におよ
~ 164・
ぽす影響(Priceet a1.， 1980; Price， 1992)ゃ、寄主植物を介した種間競争 (Brown& 
Davidson， 1975; Hunter， 1982)、捕食者間の種間競争が植食性見虫にあたえる影響
(Sc加ener& Spiller， 1987; Spi1er & Sch国間r，1988)、共生的関係が捕食、寄主植物利
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